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四 季 彩 の ま ち 　 か み ふ ら の

　「かみふらの2世紀」を歩みはじめて10年が経ちました。この間、少子化・高

齢化の進展や人口減少時代への突入など、めまぐるしく変化する社会・経済

情勢に翻ろうされながらも、変わることのない美しくも厳しい自然と秀峰十

勝岳の懐に抱かれながら、町民の暮らしが営まれてきました。

　国のかたちを変えていくような動きの中にあって、今後も予想されるさま

ざまな情勢変化に対応し、自律した地域を確立していくために、町民のみな

さんとの協働による地域運営はもとより、町行政も自己責任による的確な対

応が求められています。

　こうした中、平成21年度から30年度の10年間を計画期間とする、第5次上

富良野町総合計画を策定しました。平成21年4月施行の「上富良野町自治基

本条例」を基調として、町民のみなさんにとって「住み続けたいまち」となる

ように、

『四季彩のまち・かみふらの̶風土に映える暮らしのデザイン』

を将来像と定め、計画的にまちづくりを進めていきます。

町民のみなさんへ
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　計画の策定にあたって
計画策定の趣旨
　「第5次上富良野町総合計画」はまちの「最上位計画」で、まちの今後10年間の進むべき方向と基本施策・重点

施策を明らかにするものです。これまでのまちづくりの評価や課題を踏まえて、現在、そしてこれからの社会情勢に

対応し、町民と行政による「協働」のまちづくりを進めるうえでの指針として策定しました。

計画の構成と期間
この計画は、「基本構想」と「基本計画」で構成しており、それぞれの内容と期間は次のとおりです。

■ 基本構想　……………………………………………………………………………………………………………………

　基本構想は、まちの将来像やまちづくりの基本方針、施策の大綱等を示すものです。計画期間は平成 30年

度（2018 年度）を目標年度とする10ヵ年です。

○基本構想に示すもの

   ・上富良野町の将来像　・まちづくりの基本方針　・目標人口　       ・施策の大綱

   ・推進プロジェクト　    ・土地利用基本構想　      ・行政の取り組み姿勢

■ 基本計画　……………………………………………………………………………………………………………………

　まちの将来像の実現に向けた主要な施策を示しています。計画期間は、基本構想と同じく10カ年としますが、

社会情勢等の変化に柔軟に対応できるよう、中間年に見直しを図ります。

　計画の背景と課題
（1）少子化・高齢化の進行と人口減少 （2）人権尊重の再構築 （3）循環型社会※への移行
（4）グローバル化※（国際化）の進展 （5）高度情報化の進展 （6）地方分権から地方主権へ
（7）価値観の多様化と生活様式の変化 （8）地域産業の再構築の必要性 （9）協働のまちづくりの時代の到来

将来予測（人口）
　少子化・高齢化が一層進む中で、人口減少傾向は続くものと思われ、また、本町では、駐屯する自衛隊員構成

の大規模な配置移動による人口変動が不定期にありますが、その動きを取り除いて推計すると、本計画の目標年

次である平成 30（2018）年の総人口及び階層毎の人口は次のとおりとなります。

上富良野町の発展課題
　一人ひとりの町民が主体となり、自主自律のまちづくりを進め

ていくため、こ時代の潮流や地域社会における人口や産業など

の動向、さらには町民アンケートの結果などを踏まえ、把握する

課題と今後のまちづくりの方向性を次のように整理します。

基 本  構  想
基  本  計  画

実行計画（前期） 展望計画（後期）

平成21年 平成25年 平成30年

平成17年 22年 25年 30年

12,352 11,985
11,50811,954
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※循環型社会……環境への負荷を減らすため、自然界から採取する資
源をできるだけ少なくし、それを有効に使うことによって、廃棄され
るものを最小限に抑制する社会のこと
※グローバル化……経済活動や社会活動等が地球規模でつながり広
まっていくこと

（1）さまざまなつながりが暮らしを豊かにするまちづくり
（2）健やかに育ち安心して老いることのできるまちづくり
（3）暮らしの活力・地域の活力を見出すまちづくり
（4）地域の資源・人財を生かすまちづくり
（5）多様な主体による協働のまちづくり
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kamifurano
■　基　本　構　想　……………………………………………………………………

1　上富良野町の将来像
　本計画は、「町民が主体」であること、「個性と人権を尊重」すること、「相互に補完」し合うこと、「自主自律」

の気概をもつこと、「未来志向」であること、これらをまちづくりの基本理念として、これまでの取り組み・成果を

引き継ぎながら、「町民の暮らし本位」の考えに立って、『四季彩のまち・かみふらの ̶ 風土に映える暮らしのデ

ザイン』を将来像と定め、まちづくりを進めていきます。

［計画期間：平成 21年度から平成 30年度までの10年間とします。］

　町民が望む暮らし　＝　将来像『四季彩のまち・かみふらの ̶ 風土に映える 暮らしのデザイン』の実現に向け

て、達成したい「5つのくらし」を大目標として設定します。

1　人や地域とつながりのある暮らし

　つながりのある生活とは心強さをもたらします。つながりのある産業活動は広がりをもたらしま
す。つながりのある町民活動は豊かさをもたらします。
　それぞれが足りないものを補い合い、支え合い、良いところを伸ばし合いながら、より豊かな生
活を送るために、人と人、人と地域、地域と地域など、さまざまな場面でつながりが発揮される暮
らしの実現をめざします。

2　穏やかに安心して過ごせる暮らし

　元気に生まれ（生まれてほしい）、健やかに成長し（成長してほしい）、豊かな生活を送りたい（送っ
てほしい）、これはみんなの願いです。
　生きていくうえでの不安を一つひとつ解決しながら、穏やかで安心に包まれた生涯を送ることが
できる暮らしの実現をめざします。

3　快適で楽しく潤いのある暮らし

　快適な日々の生活を送るには、それをかなえる身近な楽しさや便利さが必要です。また、さまざ
まな町民活動が活発に行われ、それが生活の潤いへとつなげるためには、明日への意欲や活力を
見出す機会づくりが必要です。
　心に張りがあり、快適で楽しく潤いのある暮らしの実現をめざします。

4　地域の宝を守り・育み・活用できる暮らし

　上富良野には、人、モノ、恵まれた自然や景観をはじめ、培われてきた歴史、伝統、知恵など、
さまざまな地域の宝があります。そしてそれぞれの宝が持っている個性や特性に応じて守り、継承し、
育み、日々の生活や活動に生かしていくことができる暮らしの実現をめざします。

5　誇りと責任・役割を分かちあえる暮らし

　このまちに住む人、このまちで働く人、このまちを訪れる人、上富良野とつながりを持つすべて
の人が、自らの誇りにより、まちの良さや暮らしやすさを守り、さらに発展させるため、そこに生じ
る責任を果たすとともにそれぞれの役割を担っていくことができる暮らしの実現をめざします。

─ 風土に映える 暮らしのデザイン ─

四 季 彩 の ま ち 　 か み ふ ら の
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四季彩のまち・かみふらの　－　風土に映える 暮らしのデザイン

まちづくりの基本方針
１時代を的確に
　捉える取り組み

２情報発信･受信･
　共有の取り組み

３協働による
　まちづくり運営

４町民満足度
　重視の取り組み

人や地域と
つながりのある

暮らし

地域ぐるみで支え合
う健康・福祉コミュ
ニティ※の実現

安心の暮らしを支え
る福祉医療環境づく
り

意欲と活力ある暮ら
しを導く心づくり・
身体づくり

いきがいある生活と
社会参加を支える福
祉環境づくり

健やかに生きる権利
の行使とその責任が
果たせる社会づくり

人・モノ・地域を結
ぶ社会基盤の充実

身近な生活の安全を
支える社会基盤の充
実と環境保全

憩いと安らぎを提供
する快適空間づくり

風土に調和した社会
基盤・活動基盤づく
り

個々の責任が支える
生活環境づくり

成長と学習を支える
ネットワークづくり

のびのび子育てを支
える成長環境づくり

生涯に潤いをもたら
す学習環境づくり

たくましく、心豊か
な人間を育む成長・
学習環境の充実

主体性と自主性で成
り立つ学習・成長環
境づくり

信頼と絆で結ばれる
産業の実現

本気・やる気が実を
結ぶ産業づくり

地域の魅力を満喫す
る産業環境づくり

担い手が輝き、地域
の強みを生かす産業
づくり

産消協働※による地域
循環型産業※の実現

快適で楽しく
潤いのある
暮らし

地域の宝を守り・
育み・活用できる

暮らし

誇りと責任・役割を
分かちあえる暮らし

穏やかに安心して
過ごせる暮らし

健　康
福　祉

健　康
福　祉

産　業
雇　用

社会基盤
環　　境

家　庭
地　域

町民主体で成り立つ
コミュニティづくり

生活の不安を取り除
く地域社会づくり

楽しく便利な地域生
活の実現

まちの記憶が受け継
がれ、新たな知恵が
芽吹くまちづくり

創意と工夫で実現す
る自立した地域社会
づくり

2　まちづくりの基本方針
　『四季彩のまち・かみふらの ̶ 風土に映える 暮らしのデザイン』の実現に向けて、次の取り組みを基本方針と
して、まちづくりを進めていきます。

1　時代の潮流を的確に捉え、多様な社会の変化に対応しながら、経験や知恵を生かし、町民力を結集してまち
づくりに取り組みます。（時代を的確に捉える取り組み）

2　まちづくりのさまざまな場面において、活発で責任ある情報発信と情報受信に努め、協働の基本となる情報の
共有が図れるよう、開かれたまちづくりに取り組みます。（情報発信・受信・共有の取り組み）

3　財源や権限の移譲が進むことに備え、自律した個人を基礎としながら相互補完する「自助・共助・公助」※の社
会システムの形成に向け、内発型の町民活動を尊重するとともに、さまざまな分野で町民と行政が連携して、
協働のまちづくりに取り組みます。（協働によるまちづくり運営）

4　町民が期待する「まちの姿」を大切な情報としてみんなが共有し、納得と客観性に基づく、町民満足度重視の
まちづくりに取り組みます。（町民満足度重視の取り組み）

3　目標人口
　平成 30年の目標人口を11,900人とします。毎年新たに40人の定住者・移住者の確保をめざし、目標人口達
成時の人口構成は、年少人口1,380人（11.6％ )、生産年齢人口 6,570人（55.2％ )、老年人口3,950人（33.2％ )
です。

4　施策の
　  大綱

　※自助・共助・公助……「補完性の原則」であり、個人の尊厳を最大限に尊重することが前提として　「自助」／自分が出来ることは、
自らの責任で行うこと　「共助」／自分だけでは解決や実施することが困難なことについて、周囲や地域が協力して行うこと。「公助」
／個人や周囲、地域あるいは民間の力では非効率なこと、解決できないことについて、公共（公的機関）が行うこと

　※コミュニティ……地域での共同の活動、暮らしを支える結びつき
　※産消協働……生産者と消費者が緊密な連携をとりながら、地元にある資源、生産物をできるだけ地元で消費・活用することにより、
域内循環を高めて、地域経済の活性化につなげる活動

　※地域循環型産業……地域の原材料や資本、技術、労働力などを活用し、生産や販売活動を行うこと
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       4 - I　人や地域とつながりのある暮らし

I -1　地域ぐるみで支え合う健康・福祉コミュニティの実現　　［健康・福祉]
1　地域・職場が行う健康づくり活動への支援
2　総合的な地域福祉推進体制の充実
3　地域福祉ネットワークの充実
4　身近な福祉体制の充実
5　多世代共生型の居住環境※づくり
6　多世代がふれあう機会の充実

1　健康づくり啓発事業
2　社会福祉協議会運営助成
3　バリアフリー住宅等啓発事業
4　世代間交流事業

I -2　成長と学習を支えるネットワークづくり　　［成長・学習］
1　地域・学校・事業者などの交流機会の促進
2　分かり合える地域コミュニティづくり
3　団体・グループが行う生涯学習活動への支援と人材の育成
4　生涯学習情報の収集機会の充実

1　子ほめ事業
2　子ども会事業
3　公民館講座、マイプラン・マイスタディ講座
4　道民カレッジ講座の開催

I -3　信頼と絆で結ばれる産業の実現　　［産業・雇用］
1　地域密着型産業の推進
2　地場産品への信頼と理解の向上
3　産業間連携による体制づくり
4　新たな地域産業づくりへの研究と支援

1　農畜産物ＰＲ支援事業
2　消費拡大推進事業
3　地産地消※推進協議会事業
4　エコファーマー認定制度

I -4　人・モノ・地域を結ぶ社会基盤の充実　　［社会基盤・環境］
1　広域交通ネットワークの充実
2　地域交通ネットワークの充実
3　公共交通の利便性の確保と利用促進

1　国道、道道整備要望活動
2　定期バス運行事業
3　ＪＲ富良野線存続活動

I -5　町民主体で成り立つコミュニティづくり　　［家庭・地域］
1　地域づくりの人材・団体の育成
2　地域交流とつながりの強化
3　防災・生活安全に対する意識の醸成と人材の育成
4　自主的な防災・生活安全活動への支援の充実
5　テーマのある地域間交流の推進
6　草の根的な国際交流の推進

1　自治活動推進事業
2　広報かみふらの発行事業
3　公民館活動事業
4　自主防災組織※育成事業
5　国外交流事業

主
要
施
策

主
要
施
策

主
要
施
策

主
要
施
策

主
要
施
策

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

　※多世代共生型の居住環境……高齢者と若い世代など、さまざまな世代が交流し暮らしを支え合う居住環境
　※地産地消……地域で生産されたものを地域で消費すること
　※自主防災組織……住民会等の自治組織が災害の発生に備えて被害の発生や拡大の未然防止のために行う活動

数値目標

指標の名称 単位 19 年度
（基準）

25 年度
（中間目標）

30 年度
（目標）

小地域ネットワーク登録数 団体 - 25 25

生涯学習活動者数 人
753

⇨ ⇨1,598

学校給食の地場産農
産物使用割合 ％ 83.0 ⇨ ⇨

指標の名称 単位 19 年度
（基準）

25 年度
（中間目標）

30 年度
（目標）

町道舗装率 ％ 50.79 51.37 51.85

自主防災組織※数 団体 1 16 25
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II-1　安心の暮らしを支える福祉医療環境づくり　　［健康・福祉]
1　生活支援体制の充実
2　在宅・施設サービスの充実
3　総合的な支援体制の充実
4　自立支援の充実
5　ひとり親家庭への支援の充実
6　低所得家庭への支援の充実
7　社会保障の適正な運営と充実
8　地域保健医療体制の連携
9　地域医療体制の確保
10 町立病院の機能充実と安定した経営

1　特養施設設備整備更新事業
2　老人医療給付
3　在宅福祉サービス事業
4　居宅介護支援事業
5　障がい福祉要援護対策事業
6　地域生活支援事業
7　障害者自立支援事業
8　ひとり親家庭等医療給付費
9　医療機器整備事業
10 町立病院事業

II-2 のびのび子育てを支える成長環境づくり　　［成長・学習］

1　母子保健医療の充実
2　家庭での子育て力の向上
3　保育・子育て支援サービスの充実
4　子どもの発達に応じた支援の充実
5　子育て親同士の情報交換・交流機会の充実

1　中央保育所施設設備整備更新事業
2　母子保健事業
3　乳幼児医療扶助
4　子育て支援センター事業
5　育児サークル活動支援

II-3 本気・やる気が実を結ぶ産業づくり　　［産業・雇用］

1　産業基盤の整備と充実
2　産業経営の効率化と近代化の促進
3　産業関係団体の連携と体制の強化
4　新規立地や起業に対する支援の充実
5　労働環境の向上に向けた取り組み

1　道営経営体育成基盤整備事業
2　農地流動化促進対策事業
3　造林事業推進補助
4　産業関係団体運営補助
5　企業振興対策事業

II-4 身近な生活の安全を支える社会基盤の充実と環境保全　　［社会基盤・環境］

1　身近な道路の安全性と利便性の確保
2　公共的施設のバリアフリー化・ユニバーサルデザイン※標準化の推進
3　安全で安定した水の供給
4　生活・事業排水の適正処理
5　火葬場・墓地の適正な維持・管理
6　ごみの発生抑制、再生利用の推進と処理の適正化
7　資源・エネルギー対策の推進
8　公害対策の推進

1　町道維持管理
2　町道改良舗装工事
3　除排雪事業
4　合併処理浄化槽設置整備事業
5　上下水道事業
6　一般廃棄物処理施設設備改修事業
7　地球温暖化対策地域推進計画策定
8　減量化資源化事業

II-5 生活の不安を取り除く地域社会づくり　　［家庭・地域］

1　被害を最小限にする防災体制の充実
2　不安を軽減する消防・救急体制の充実
3　防犯・交通安全対策の推進
4　安心できる消費生活の充実

1　防災訓練事業
2　南部地区土砂流出対策工事
3　地域生活安全推進事業支援
4　消費生活相談

主
要
施
策

主
要
施
策

主
要
施
策

主
要
施
策

主
要
施
策

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

　※ユニバーサルデザイン……年齢や障がいの有無などにかかわらず、最初からできるだけ多くの人が利用可能であるように、施設など
を設計すること

       4 - II　穏やかに安心して過ごせる暮らし

数値目標

指標の名称 単位 19 年度
（基準）

25 年度
（中間目標）

30 年度
（目標）

在宅支援サービス利
用者率 ％ 77.8 78.2 78.5

乳幼児健診受診率 ％ 96.2 96.5 97.8

耕作放棄地率 ％ 1.06 0 0

指標の名称 単位 19 年度
（基準）

25 年度
（中間目標）

30 年度
（目標）

ごみ搬入量 t 2,319 2,240 2,200

火災発生件数 件 6.7 5.5 4.5
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      4 - III   快適で楽しく潤いのある暮らし

III-1　意欲と活力ある暮らしを導く心づくり・身体づくり　　［ 健康・福祉 ]
1　健康相談・健康指導の充実
2　健康診査等体制の充実
3　食育の推進
4　心の健康づくりの啓発と学習機会の充実
5　相談体制とケア機能の充実
6　感染症予防対策の充実
 

1　健康相談事業
2　特定健診・検診事業
3　健康かみふらの21推進事業
4　栄養指導事業

III-2　生涯に潤いをもたらす学習環境づくり　　［成長・学習］
1　学習支援体制の充実
2　芸術・文化活動の充実
3　生涯学習施設の充実
4　スポーツ・レクリエーションを通じた健康・コミュニケーションづくり
5　スポーツ・レクリエーションを楽しみ感動する機会の拡充

1　公民館整備事業
2　生涯学習推進事業
3　公民館活動事業
4　図書館運営事業
5　スポーツ振興事業

III-3　地域の魅力を満喫する産業環境づくり　　［産業・雇用］
1　地場ブランド開発への支援
2　地場産品の積極的な情報発信
3　賑わいの拠点づくりに向けた中心市街地の形成
4　賑わいづくり活動への支援

1　農産物加工実習施設運営事業
2　中心市街地活性化事業
3　各種イベント支援

III-4　憩いと安らぎを提供する快適空間づくり　　［社会基盤・環境］

III-5　楽しく便利な地域生活の実現　　［家庭・地域］

1　親しみやすく魅力ある公園・緑地づくり
2　公園・緑地の有効利用
3　水辺環境の保全
4　利用しやすい親水空間の形成

1　公園・広場・緑地整備維持事業
2　河岸美化ボランティア活動支援

主
要
施
策

主
要
施
策

主
要
施
策

主
要
施
策

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

1　多様な交流や親睦を促す機会の充実
2　高度情報通信環境の充実
3　電子自治体の構築

1　広報かみふらの発行事業
2　町ホームページ運営事業
3　総合行政システム整備事業

主
要
施
策

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

数値目標

指標の名称 単位 19 年度
（基準）

25 年度
（中間目標）

30 年度
（目標）

特定健診受診率 ％ 58.0 80.0 80.0

住民１人当たり図書貸
出数 冊 6.4 8.0 10.0

観光入込み者数 千人 855 940 1,000

指標の名称 単位 19 年度
（基準）

25 年度
（中間目標）

30 年度
（目標）

身近な公園等整備率 ％ 84.4 88.3 91.5

ブロードバンド普及率 ％ 85.9 90.6 97.1
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       4 - IV  地域の宝を守り・育み・活用できる暮らし

IV-1　いきがいある生活と社会参加を支える福祉環境づくり　　［健康・福祉]
1　交流・学習機会の充実
2　社会活動参加の推進
3　就労機会の拡充と支援
4　心のバリアフリー化に向けた啓発
5　さまざまな社会参加活動への支援
6　就労機会の拡充と支援

 

1　老人クラブ運営補助
2　いしずえ大学運営事業
3　高齢者事業団育成補助
4　精神障害者通所授産施設整備資金補給

IV-2　たくましく、心豊かな人間を育む成長・学習環境の充実　　［成長・学習］
1　就学前教育の充実
2　生きる力を育む学校教育の推進
3　子どもの発達に応じた教育内容の充実
4　学習環境・通学環境の充実
5　放課後児童対策と安全な居場所づくり
6　特色ある高校づくり
7　生徒の確保と学校存続運動の展開
8　社会参加の促進と活動支援
9　体験・交流機会の充実

1　私立幼稚園就園奨励事業
2　教育用コンピュータ整備事業
3　小中学校耐震化事業
4　心の教室相談活動事業
5　放課後スクール事業
6　放課後クラブ事業
7　上富良野高等学校振興対策事業
8　青少年育成事業
9　青少年国内外交流派遣事業

IV-3　担い手が輝き、地域の強みを生かす産業づくり　　［産業・雇用］
1　意欲と希望に満ちた産業担い手の確保
2　新規担い手を受け入れる体制づくり
3　地域資源をフルに活用する産業振興
4　グローバル化に対応した産業の推進

1　新規就農者誘致等特別対策事業
2　農業後継者対策事業
3　観光ＰＲ・誘致事業
4　外国人観光客招致事業

IV-4　風土に調和した社会基盤・活動基盤づくり　　［社会基盤・環境］

IV-5　まちの記憶が受け継がれ、新たな知恵が芽吹くまちづくり　　［家庭・地域］

主
要
施
策

主
要
施
策

主
要
施
策

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

1　良好な景観の保全と形成
2　景観に調和した施設づくり
3　自然環境の保全と森林の保全・整備
4　快適な住宅環境の形成
5　コンパクトな市街地※形成

1　景観形成視点場整備事業
2　十勝岳温泉地区振興対策
3　シーニックバイウェイ活動団体支援
4　町営住宅整備・維持事業
5　中心市街地活性化事業

主
要
施
策

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

1　地域を共有する機会の充実
2　子どもたちに地域の知恵を伝える機会の充実
3　地域の歴史・伝統文化の伝承と活用
4　文化財・史跡等の保全と整備
5　新規定住の推進
6　新たな地域活力の発掘

 

1　体験教室事業
2　郷土館運営事業
3　文化財保護事業
4　移住（不動産）情報発信事業
5　移住相談

主
要
施
策

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

　※コンパクトな市街地（コンパクト・シティ）……人口減少や高齢化社会に対応し、まちの中心部に主要な機能を集約し、市街地をコン
パクトに保ち、コミュニティの再生や市街地の活性化につなげる考え方

数値目標

指標の名称 単位 19 年度
（基準）

25 年度
（中間目標）

30 年度
（目標）

老人クラブ加入者率 ％ 43.8 47.0 50.0

学校の耐震化率 ％ 41.17 60.14 ⇨
認定農業者率 ％ 84.8 87.0 90.0

指標の名称 単位 19 年度
（基準）

25 年度
（中間目標）

30 年度
（目標）

公営住宅居住水準
向上率 ％ 36.0 42.0 60.4

町への新規定住者数 人 26 40 40
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       4 -V  誇りと責任・役割を分かちあえる暮らし

V-1　健やかに生きる権利の行使とその責任が果たせる社会づくり　　［健康・福祉]
1　自ら行う健康づくりの支援
2　健康づくり活動の場の確保
3　地域福祉に関する意識の醸成
4　地域福祉を支える担い手の育成
5　担い手たちの活動拠点の充実
6　地域医療を育む学習機会の充実

1　健康教室
2　ボランティアの町づくり事業
3　保健福祉センター運動指導事業
4　地域医療研修会

V-2　主体性と自主性で成り立つ成長・学習環境づくり　　［成長・学習］

1　活発な情報の発信・受信の推進
2　町民と行政のコミュニケーションの活性化
3　協働のまちづくりの推進
4　自主的なまちづくり活動の支援
5　推進体制の整備
6　人権尊重のための教育と啓発の推進
7　男女共同参画※社会づくりの推進
8　基地との調和

1　広報かみふらの発行事業
2　町ホームページ運営事業
3　広聴事業（パブリックコメント・まちづくりトーク）
4　出前講座事業
5　協働のまちづくり推進事業
6　防衛施設周辺整備事業

V-3　産消協働による地域循環型産業の実現　　［産業・雇用］
1　地元購買を拡大する取り組み
2　地元雇用の拡大推進と支援

1　地産地消推進協議会事業
2　自衛隊退職者雇用対策事業

V-4　個々の責任が支える生活環境づくり　　［社会基盤・環境］4　個々の責任が支える生活環境づくり　　［社会基盤・環境］4

V-5　創意と工夫で実現する自立した地域社会づくり　　［家庭・地域］

主
要
施
策

主
要
施
策

主
要
施
策

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

具
体
的
な

取
り
組
み

・
事
業

1　地域の子育て力の向上
2　安全安心な成長環境づくり
3　学習成果の活用
4　学びの輪が広がる仕組みづくり

1　家庭教育学級
2　学校支援地域本部事業
3　青少年健全育成推進事業
4　生涯学習推進事業

主
要
施
策

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

具
体
的
な

取
り
組
み
・
事
業

1　環境保全意識の醸成と活動機会の拡充
2　自ら行う快適な生活環境づくり
3　使い勝手の良い身近な社会基盤づくり

1　クリーンセンター・最終処分場見学会
2　自治活動推進事業
3　フラワーマスター活動支援

主
要
施
策

具
体
的
な

取
り
組
み

・
事
業

　※男女共同参画……男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮する
ことができる社会づくりのこと

数値目標

指標の名称 単位 19 年度
（基準）

25 年度
（中間目標）

30 年度
（目標）

福祉ボランティア団体数 団体 23 28 33

ファミリー・サポート・
センター会員数 人 - 50 50

町内就業者率 ％ 85.4 86.4 87.4

指標の名称 単位 19 年度
（基準）

25 年度
（中間目標）

30 年度
（目標）

環境教育・研修会開催回数 回 2 6 12

出前講座開催数 回 21 36 48
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5　推進プロジェクト

　将来像『四季彩のまち・かみふらの ̶ 風土に映える 暮らしのデザイン』の実現に向けて、複数の取り組みを横

断的かつ有機的にむすびつけ、集中的・重点的なまちづくりプロジェクトとして次の取り組みを進めます。

　上富良野には、豊かな農作物や優れた景観など、恵まれた地域素材があふれています。こ

れらをみがき、輝かすことによって、新たな型の産業を生み出します。

・　地場にこだわった特産品の活用や開発と地場ブランドの定着化

・　産業間連携による、域内完結の地域循環型産業づくり

・　地域の強みを高い付加価値として生かす産業づくり

・　人、モノのグローバル化に対応した、新たな視点での産業づくり

・　まちの産業を支える人材の確保・受け入れと育成強化

　上富良野の未来をつくる子どもたちに、地域全体で愛情を注ぎ、成長の場面ごとに地域力

を発揮します。

・　母子保健医療の充実、家庭の教育力の向上や子育て支援サービスの充実

・　発達の遅れや障がい､ 病気をもつ子どもとその家族への支援

・　子育て中の親同士の情報交換・交流機会の充実

・　確かな学力と豊かな心、生きる力の育成を重視した教育

・　公共的施設のバリアフリー化やユニバーサルデザインの標準化

・　家庭・地域・学校・企業など、地域ぐるみで子どもの成長を支える環境づくり　

　人口減少と相まった高齢化社会では、高齢者を「支えられる対象」というばかりではなく、

社会活動の主体として捉え、豊富な知識や技術を生かした社会活動の参加を進めます。

・　健康相談機会の充実と病気の予防や早期発見など検診体制の充実

・　健康づくりへの理解や学習機会の充実と率先して自主活動に取り組める場の確保

・　学習や交流機会の充実など、いきがい活動の活性化

・　地域活動や就労機会の拡充支援など、社会参加機会の充実

1
みがいてキラリ産
業プロジェクト

2
地域力で育む子育
てプロジェクト

3
いつまでも現役がん
ばりプロジェクト
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6　土地利用基本構想

　土地は、町民の生活や産業経済活動など、あらゆる活動の基盤であり、その利用のあり方は、まちの発展と深

い関わりをもっています。合理的、計画的なまちづくりを進めるため、自然・森林地域の保全や優良農地※の農業

的土地利用の堅持、また市街地域においては拡大を抑え、未利用地等の効率的な利活用によるコンパクト化を進

めます。

　1　自然的土地利用の方向性
　・　自然環境の保存や森林地域の保全と整備

　・　温泉資源などの賢明な利活用

　2　農業的土地利用の方向性
　・　優良農地の長期的保全や基盤整備

　・　景観資源を生かした農業との共生による観光振興や定住推進

　3　都市的土地利用の方向性
　・　市街地の拡大を抑え、効率的な土地の利活用

　・　中心市街地への賑わい機能の集積など、まちの中心性の向上

７　行政の取り組み姿勢

　『四季彩のまち・かみふらの ― 風土に映える 暮らしのデザイン』の実現に向けて、次の４つの取り組み姿勢に沿っ

て、施策を展開します。

１　効果的・効率的な行財政運営
　財政基盤の強化・安定化と効率的な行財政

運営によって、効果的な行政サービスの提供

と水準の確保に努めます。

３　公共施設の適正な維持管理の推進
　柔軟な施設運用、適正な安全管理と効率的

な施設運営に努め、誰もが利用しやすい公共

施設づくりを進めます。また、町民ニーズに即

した或いは町民主体の施設整備と維持・管理

を進め、施設利用者へのサービス向上につな

げます。

２　広域行政の推進
　町民の利益と地域の発展のため、富良野広

域連合など広域連携の強化を進め、公共施設

の広域利用サービスをはじめ、生活基盤の充

実や産業振興につなげます。

４　公平・公正・適正な負担の確立
　世代間の公平や応益などを考えた適正な負

担のあり方を常に研究・検討し、公正な負担

の確立に努めます。

　※優良農地……第１種農地を基本として、一定程度の基盤整備等が行われており、生産性が見込める農地（第２種農地＝市街地域に隣接、第
３種農地＝市街地域内の農地）
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四 季 彩 の ま ち 　 か み ふ ら の

　「かみふらの2世紀」を歩みはじめて10年が経ちました。この間、少子化・高

齢化の進展や人口減少時代への突入など、めまぐるしく変化する社会・経済

情勢に翻ろうされながらも、変わることのない美しくも厳しい自然と秀峰十

勝岳の懐に抱かれながら、町民の暮らしが営まれてきました。

　国のかたちを変えていくような動きの中にあって、今後も予想されるさま

ざまな情勢変化に対応し、自律した地域を確立していくために、町民のみな

さんとの協働による地域運営はもとより、町行政も自己責任による的確な対

応が求められています。

　こうした中、平成21年度から30年度の10年間を計画期間とする、第5次上

富良野町総合計画を策定しました。平成21年4月施行の「上富良野町自治基

本条例」を基調として、町民のみなさんにとって「住み続けたいまち」となる

ように、

『四季彩のまち・かみふらの̶風土に映える暮らしのデザイン』

を将来像と定め、計画的にまちづくりを進めていきます。

町民のみなさんへ




